
 

 

⚫ 第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和４年度第５回生涯学習審議会 

開 催 日 時 
令和４年１２月２０日（火） 

午後２時～午後３時５０分 

開 催 場 所 さくらホール集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：齊藤委員、石橋委員、高橋委員、渡辺委員、吉田委員、

河原塚委員、中里委員、原田委員、木下委員、長堀委員 

事務局：文化振興課長、文化振興課生涯学習係係長・主事 

議 題 議題１：市民大学立上げのための検討組織について 

結 論 

（決定した方

針、残された問

題点、保留事項

等 を 記 載 す

る。） 

議題１： 生涯学習審議会内に市民大学立上げの為の小委員会を設

置する。 

審 議 経 過 

（主な意見等を

原則として発言

順に記載し、同

一内容は一つに

まとめる。） 

説明者 

 〇＝委員 

 ●＝事務局 

報告事項１：令和４年度武蔵村山市公民館講座実施状況について 

＜事務局が資料を読み上げる＞ 

●只今の説明について質問等を受付ける。 

◯資料の墨色で黒塗りされているものは何か。 

●前回の会議で報告をした内容から追加を行った内容について色

を変えている。 

 

議題１：「市民大学立上げのための検討組織」について 

＜事務局が資料を読み上げる＞ 

◯生涯学習推進会議で報告を上げた検討結果については、どこま

でその報告を行っているのか。また、その結果についてはこちら

に何かしらの回答のようなものはあったのか。 

●報告書については市長まで報告をしている。また、その結果に

ついては回答をもらうようなものではなく、あくまで検討した結

果を報告としてあげたところのものである。 

◯この審議会の中に小委員会のようなものを作り、その中で市民

大学の内容についての検討を行い、それを生涯学習審議会へ持っ

ていきそこでそれを審議等行う形をとるのはどうか。 

◯小会議を３つに分けてそれぞれ公民館の内容、市民大学の内

容、生涯学習の内容を検討し生涯学習審議会で結果報告し、その

まとめたものを市へ報告するというような組織づくりはどうか。 

◯３つに分けてしまうと従来の形に戻ってしまうと思う。 

◯小委員会で、講座内容、予算、開催場所、テーマ案などを詰め

ていけるといいと思う。 

◯大学に求めるものをこの検討委員会でテーマ案を話し合い、そ

の意見を集約し生涯学習審議会で報告、検討というのが良いと思

う。 

◯そのほかの組織づくりへの意見はないか。 

◯特になければ、生涯学習審議会内に市民大学についての検討を



 

行うための小委員会を作るということで進めたいと思う。 

◯ここで少し市民大学にどうようなことを求めたいのか、どのよ

うな大学をめざすのか、委員の方々一人一人に意見を伺いたいと

思う。 

◯趣味がないといったような何を学びたいのかを知るというよう

なきっかけ作りのための単発で入りやすさに重点を置いた講座を

望む。色々な種類の体験講座のようなものがあるといいと思う。 

◯受講生のニーズは多様にあり、仲間づくりを求めている人もい

れば、その知識やスキルなどに特化して学びたい人もいるので、

それになるべく沿うような形の物を作り上げていければいいと思

う。さらには、深く知識を学ぶという点からは、長期的な講座を

行うというようなことは必要だと思う。 

◯既存の公民館講座に加えて市民大学を加えるというイメージで

ある。そこからも、既存の講座と市民大学の役割を明確に分けた

ほうがいいと思う。居場所づくりの提供、地域の仲間をつくるた

めなどというような部分を市民大学に担ってもらいたい。 

一方で、自己実現や課題解決などというような学ぶという部分に

焦点をあてた講座開講も必要と思う。 

◯既存の講座と、市民大学に求めるものとの違いとは。 

◯講座開講回数の違いをつけること。最低でも５回以上の継続性

を伴うものが必須。 

◯想定する講座数は。 

◯大きく地域分け、４つぐらいの地域に分けて、その地域ごとで

それぞれ講座を行えるといいと思う。受講料に関しては、無料で

行うように想定している。民間のカルチャースクールなどといっ

たものとは違うので無料で行うことが望ましいと思う。 

◯行政としては既存の講座について今後の展開はどのように考え

ているのか。 

●市民大学を運用していく中で市の既存講座の運用等の方向性を

考えていきたい。 

◯共通認識として持つ必要があると感じたのは、講座受講料につ

いてはどのように考えているのか。 

◯講座は無料で行うというのは限界があると思う。スキルの高

い、専門的な分野を学ぶとなると、費用はある程度発生するのは

やむおえなと思う。 

●既存講座はそのまま運用は行い、市民大学に引き継げる講座が

あればそのまま持っていくようなイメージで考えている。 

〇開催形態は夜間の開講や、オンラインでの開講などもあったほ

うがいいと思う。 

◯長期継続的な講座が必要だと思う。例えば日曜大工など教える

ような講座であるならば、最終目標は何かを作り上げるというよ

うなことで展開したい。何年もかけて形にしていけるといいと思

う。 

◯地球物理、環境をテーマに学ぶ講座を望んでいる。一人では調

べることは難しい。そんな内容を専門の講師を迎えて学んでいけ

るといいと思う。（オンライン講座なども開講） 

◯再生可能エネルギーやロボットの研究など一定レベルの知識を

持ち合わせていないとできない難しい内容の講座が望ましいい。

長期展開が必要である。 



 

◯コンピューター、エネルギーなどについて小中学生でも分かる

ような展開で学べる講座もあるといいと思う。知りたいから学び

たい、知る楽しさを知る、出来る喜びを実感するというような講

座展開をしたい。 

◯子ども向けの講座があるといいと思う。年齢制限を求めず、市

内、市外を問わずみんなで学べる講座があるといいと思う。 

◯市民総合センターを拠点に空いている食堂を使った起業チャレ

ンジを行えるような講座を提案する。何かをやりながら仲間づく

りを行えるメリットがあり、講座内容についても起業のノウハウ

や、経営の仕方等を学び最終的に実際にその場所でお店を開くこ

とを目標にするような形をとれるといいと思う。 

◯探究型の学びを展開する講座を希望する。例えば、ボランティ

ア活動から環境問題を学ぶなど、みんなで意見を出し合っていく

ようなものができたらいいと思う。また、講座へ参加しやすい環

境づくりを行いたい。 

◯区切りとして「卒業」のようなものを設けないと、新しい人が

入りづらい状況ができてしまう。一度区切りをつけた中で、その

継続を学ぶ場合は OB サークルのようなものを各自で作ってもらえ

るようなことをとれればいいと思う。その講座はまた改めて再募

集をかけるというサイクルで循環させたほうがいいと思う。 

◯市民大学の準備期間等に、子どもたちの意見なども吸い上げら

れるようなワークショップを行えたらいいと思う。 

◯小委員を誰が行うか決めたいと思う。 

立候補、推薦等から、石橋委員、長堀委員、河原塚委員、小川委

員、渡辺委員、齊藤委員、高橋委員とする。 

その他：第６回生涯学習審議会の開催日程について 

＜事務局が資料を読み上げる＞ 

●只今の説明について質問等を受付ける。 

●次回日程は令和５年２月２８日とする。 

◯小委員会は令和５年１月１７日とする 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開              傍聴者：  ０  人 
□一部公開 
□非 公 開 
 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

■開  示 
□一部開示（根拠法令等：                ） 
□非 開 示（根拠法令等：                ） 

庶 務 担 当 課 教育委員会 教育部 文化振興課（内線：６５６） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


